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概要
Microsoft® Office InfoPath™ 2003 のフォーム テンプレート (ソリューション) は複数のファイルで構成され、それらのファイルに InfoPath の豊富な機能を備えたフォーム編集環境を実現するために必要なセマンティクス情報が含まれています。 

フォーム テンプレートを構成するファイルは "ハブとスポーク" のような関係にあり、そのエントリ ポイントとなるのがフォーム定義ファイルです。これらのファイルは単独ファイルのまま同じフォルダに保存することもできれば、1 つの .xsn ファイルに圧縮することもできます。
フォーム定義ファイルの拡張子は .xsf です (既定のファイル名は manifest.xsf となります)。フォーム定義ファイルは、名前空間 "http://schemas.microsoft.com/office/infopath/2003/solutionDefinition" および関連するスキーマを使用する XML ドキュメントです。
InfoPath フォームは、InfoPath のデザイン モードで作成できるだけでなく、手動でコーディングすることも可能です。ある程度のラウンド トリップ変更がサポートされているため、フォーム定義ファイル (および XSLT) を手動で編集し、InfoPath のデザイン モードで読み込むこともできます。このようなラウンド トリップ変更によって、InfoPath のデザイン モードだけでは作成できないようなフォームの開発が可能になります。 

InfoPath でフォームを実行 (ロード) するには、そのフォームの XML インスタンスを読み込みます。InfoPath では、フォーム定義の情報に基づいて、XML データを表示したり、関連するユーザー インターフェイス (UI) やインタラクティビティなどを定義したりします。このとき、通常は、XML データ インスタンス (ファイルなど) にフォーム定義ファイルの場所を示す処理命令 (PI) があり、それによってフォームがインスタンス データと共にロードされます。
フォーム定義に含まれる主な情報は次のとおりです。
· フォームの一意の識別子。 

· フォームのグローバル メタデータ情報。これには展開や発行に関する情報が含まれます。
· フォームを構成する XML DOM のスキーマ (省略可能)。
· ビューの定義とそれに関連するセカンダリ UI (ツール バーおよびメニュー)。
· セカンダリ UI によって提供されるコマンドおよびアクションの定義と、それらが使用可能となるコンテキスト。 

· ワークフローおよびルーティングに関する情報。 

· フォーム全体に関連付けられるビジネス ロジック。 

· フォームの XML DOM の各ノードに関連付けられたイベント ハンドラ、検証、およびビジネス ロジック。 

· フォーム全体に関連付けられたイベント ハンドラ。 

InfoPath フォーム定義ファイルの構造
まず、サンプル InfoPath フォーム定義の全体的な構造を示します。
<xsf:xDocumentClass name= ‘…’   …global metadata for  the InfoPath form…>

<xsf:taskpane …/> 

<xsf:views default=”…”>

<xsf:view name=”…” …    > 

view XSLT, toolbar and menu definitions, etc,

<xsf:editing>

define editing services for this view

</xsf:editing>

</xsf:view> 

… other views

</xsf:views>

<xsf:applicationParameters  …>    

properties specific to design mode

</xsf:applicationParameters>

<xsf:dataObjects>

auxiliary DOMs used for binding to view controls, etc.

</xsf:dataObjects>

<xsf: documentSchemas>

Schema decalarations and locations for offline usage

</xsf: documentSchemas>

<xsf:scripts>

script blocks, command definitions, accelerator bindings, event bindings, etc.

</xsf:scripts>

<xsf:validationConstraints>

declarative validation constraints for XMLDOM changes

</xsf:validationConstraints>

<xsf:errorMessages>

declaratively override validation error messages returned by Microsoft XML Core Services (MSXML)

</xsf:errorMessages>

<xsf:domEventHandlers>

script-based event handlers for XMLDOM changes and validation, etc.

</xsf:domEventHandlers>

<xsf:importParameters>

aggregation parameters for merging multiple forms of this class

</xsf:importParameters>

<xsf:listProperties>

<xsf:fields>

list of properties to be promoted when form is saved in a Microsoft Windows Sharepoint Services form library

</xsf:fields>

</xsf:listProperties>

<xsf:submit>

routing, data transport information for submitting form’s data to a server process

</xsf:submit>

<xsf:query>

routing, data transport information for loading form’s data dynamically from a server process

</xsf:query>

<xsf:fileNew>

<xsf:initialXMLDocument caption=”…” href=”…”    /> XML data to be used for File/New

</xsf:fileNew>

<xsf:package>

<xsf:fileList>

list of all files used by the form

</xsf:fileList>

</xsf:package>

</xsf:xDocumentClass>

各要素の詳細と関連機能
<xDocumentClass> 要素
<xsf:xDocumentClass 
    xmlns:xsf="http://schemas.microsoft.com/office/infopath/2003/solutionDefinition"

name="urn::myTravelReport.microsoft.com" 
    author=”MichaelAllen” 
    description=”Travel Report form for entering travel reports, issues, expenses, etc.” 
    dataFormSolution=”yes” 
    solutionVersion = "1.0.1.1"

productVersion=”11.0.1.1” 
    solutionFormatVersion="0.9.0.0"

>

 …

</xsf:xDocumentClass 

<xDocumentClass> 要素には以下の属性があります。
· xmlns (必須)

manifest.xsf ファイルで使用されるすべてのグローバル名前空間が定義されています。xsf スキーマ内の要素は、すべて名前空間 "http://schemas.microsoft.com/office/InfoPath/2003" に定義されているものです。
· name (省略可能)


このファイルに定義されているフォームの (URN ベースの) 一意の名前を定義します。この属性がない場合は、xsf ファイルの URL またはファイル名がフォームの名前となります (xsf ファイルの URL やファイル名は InfoPath に読み込まれる XML ドキュメントの PI から取得されます)。 

· author (省略可能)

フォームの作成者を示す識別子です。 

· description (省略可能、最大長 = 255 文字)

フォームの簡単な説明。このテキストは、InfoPath の [ファイル] メニューの [開く] または作業ウィンドウの [その他のフォーム] をクリックすると開くダイアログ ボックスに表示されます。 

· solutionVersion (省略可能)

フォームのバージョン番号です。バージョン番号は nnnn.nnnn.nnnn.nnnn (メジャー.マイナー.リビジョン.ビルド) の形式で表されます。
· productVersion (省略可能)

このフォームが作成された InfoPath またはこのフォームを使用する InfoPath (フォームが InfoPath のデザイン モード以外で作成された場合) のバージョン (ビルド) 番号を指定します。このバージョン番号の形式は上記のフォームのバージョン番号と同じです。
· solutionFormatVersion (必須)

フォーム定義ファイルのフォーマットを表すバージョン番号です。nnnn.nnnn.nnnn.nnnn (メジャー.マイナー.リビジョン.ビルド) の形式で表されます。InfoPath フォーム定義ファイル フォーマットのバージョン番号はフォーマットのメジャー アップグレードが行われた場合に更新されます。このバージョン番号によって、開こうとしているフォームと InfoPath バージョンとの互換性を確認できます。
· dataFormSolution (省略可能)

フォームが "特別な" データベース カテゴリに属するものであることを宣言します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。フォームが ADO 接続または Web サービス接続を使用し、特別な "クエリ" ビューを含んでいる場合、この属性が "yes" に設定されていなければ、そのフォームは InfoPath で正しく動作しません。

· requireFullTrust (省略可能)

フォームが完全に信頼された URN ソリューションであることを指定します。このようなフォームには、InfoPath において完全信頼のセキュリティ特権が与えられます。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。"yes" の場合、フォームの識別子として URN (name 属性に指定された名前) が使用されます。

· publishUrl (省略可能)

サンドボックス内で動作する URL ベースのソリューションの発行場所を指定します。この属性は、フォームを InfoPath デザイン モードから発行 (展開) すると自動的に設定されます。フォームを開いたときに、この属性によって、そのフォームが元の発行場所から移動されていないかどうかがチェックされます。
<xDocumentClass> 要素の下位には以下の要素があります。
· 1 個の <views>

· 1 個の <package>

· 0 個または 1 個の <taskpane> 

· 0 個または 1 個の <scripts>

· 0 個または 1 個の <schemaErrorMessages>

· 0 個または 1 個の <documentSchemas>

· 0 個または 1 個の <applicationParameters>

· 0 個または 1 個の <fileNew>

· 0 個または 1 個の <customValidation>

· 0 個または 1 個の <domEventHandlers>

· 0 個または 1 個の <importParameters>

· 0 個または 1 個の <listProperties>

· 0 個または 1 個の <documentSignatures>

· 0 個または 1 個の <dataObjects>

· 0 個または 1 個の <query>

· 0 個または 1 個の <submit>

· 0 個または 1 個の <documentVersionUpgrade>

· 0 個または 1 個の <extensions>

ビューの指定
<views> 要素
<xsf:views default="Issues">

<xsf:view name="Report" caption="Design Issues"> 
            …

<views> 要素には以下の属性があります。
· default (省略可能)


"既定のビュー" として選択されたビューの name 識別子を指定します。この属性が指定されていない場合、ドキュメント順で最初に位置する <view> 要素が "既定のビュー" となります。 


ドキュメント インスタンスをロードすると、フォーム定義の "既定のビュー" が最初に読み込まれます。 

<views> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <view>

<view> 要素
<xsf:view name="Report" caption="Design Issues" printView=”PrintReport > 

<xsf:mainpane transform="issues.xslt"/> 
        </xsf:view>

<view> 要素には以下の属性があります。
· name (必須)


ビューの名前を指定する属性であり、ビューを切り替えたり既定のビュー (上記の「default」を参照) を指定したりする OM 呼び出しなどで使用されます。 

· caption (省略可能)


ビュー リストの表示キャプションを指定します。 

この属性が指定されていない場合、既定値として name 属性の値が使用されます。 

· printView (省略可能)


このビューの印刷に使用する別の <view> の名前を指定します。
<view> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 個の <mainpane> (必須)

· 0 個または 1 個の <printSettings>


· 使用可能なフォーム定義の UI コンテナ タイプ <toolbar> および <menu> に対応する 0 個以上の UI コンテナ

· 0 個以上の <menuArea> 

· 0 個または 1 個の <editing>

<editing> 要素は、0 個以上の <xmlToEdit> 要素を含むことができます (各 <xmlToEdit> 要素には省略可能な name 属性を指定することができます)。 

<mainpane> 要素
<xsf:mainpane transform="issues.xslt"/> 

<mainpane> 要素は、メイン ウィンドウの表示内容を指定します ("メイン ウィンドウ" とは、セカンダリ UI や作業ウィンドウ以外のフォーム領域をいいます)。
<mainpane> 要素には以下の属性があります。
· transform (必須)


このビューに使用する XSLT スタイルシートの URL (相対 URL) を指定します。 

<printSettings> 要素
<xsf:printSettings orientation=”portrait|landscape” header=”[text]” footer=”[text]” />

省略可能な要素 <printSettings> には以下の属性があります。
· orientation (省略可能)


· header (省略可能)


· footer (省略可能)

<taskpane> 要素
<xsf:taskpane caption="Design Issues Help" href="designIssuesHelp.htm"/>

<taskpane> はトップ レベルの要素 (<xDocumentClass> の子要素) であり、フォーム固有の作業ウィンドウを定義します。この要素は省略可能であり、maxOccurs は ”1” に設定されます。
この要素には以下の属性があります。
· caption (必須)


作業ウィンドウのドロップダウン リスト ボックスに使用される表示キャプションです。 

· href (必須)


HTML ファイルの (相対または絶対) URL を指定します。このファイルは、新しい作業ウィンドウがホストする WebOC のインスタンスにロードされます。この HTML ファイルにはスクリプトを追加でき、それによって適切な InfoPath OM にアクセスすることができます。 

セカンダリ UI : ツール バーおよびメニューとメニュー領域
· フォーム定義のツール バーやトップ レベルのメニューを宣言するには、<toolbar> 要素および <menu> 要素を使用します。これらの要素には、それぞれ 0 個以上の <button> 要素を指定することができます。


<xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=”Insert Work Item”/>

<xsf:button name="hello" caption="Say Hello"/>

</xsf:toolbar>

 

<xsf:menu caption="Design Tools">

<xsf:button action=“xOptional::insert” xmlToEdit="notes" caption=”Insert Notes”/>

</xsf:menu>

· 同様に、メニューに対応する名前付きの組み込みメニュー領域の内容を指定するには、<menuArea> 要素を使用します。この要素にも 0 個以上の <button> 要素を指定することができます。


<xsf:menuArea name=”msoTableMenu">

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=”Insert Work Item”/>

</xsf:menuArea>

· これらのボタンやメニュー項目をクリックすると、編集コンポーネント (アクションおよび xmlToEdit が指定された <button> の場合) またはスクリプト (name が指定された <button> の場合) に定義されたアクションが実行されます。編集コンポーネント アクションが関連付けられた <button> は、ビューの現在のコンテキスト (選択) に基づいて動的に有効/無効/非表示にすることができます。 

· さらに、入れ子にすることが可能であるため、サブメニューやツール バーのドロップダウン メニューを指定することもできます。
1. <toolbar> には <menu> を指定することができます。

例 


ボタンに加えてドロップダウン メニューも追加されたフォーム定義のツール バー 

<xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

    <xsf:menu caption="Insert">

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="issue" caption=“Issue”/>

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem caption=“Work Item”"/>

    </xsf:menu>

<xsf:button action="xOptional::insert" xmlToEdit="header" caption=“Header”/>

<xsf:button action="xOptional::insert" xmlToEdit="approvalInfo" caption=“Approval Info”/>

</xsf:toolbar>
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<toolbar> 内の <menu> はツール バー ボタンとして実装されます。メニューにはキャプションとその右側に下向きの三角形が表示されます。このようなボタンをクリックすると、ドロップダウン メニューが表示されます。上の図のドロップダウン メニューには、"issuesDropDown" メニュー領域を対象とするメニュー項目が含まれています。 

このドロップダウン メニューに表示状態のメニュー項目がなく、表示状態のサブメニューもない場合、このボタンは非表示になります。

2. <menuArea> には <menu> を指定することができるため、名前付きの組み込みメニュー領域にサブメニューを追加することができます。
3. <menu> には <menu> を指定することができます。
<menu> 内の <menu> はサブメニューとして実装されます。 

サブメニューに表示状態のメニュー項目がなく、表示状態のサブメニューもない場合、サブメニューのキャプションは非表示になります。


例 1


サブメニューを含むフォーム定義のトップ レベル メニュー 


<xsf:menu caption="Issues">

    … (buttons)

    <xsf:menu caption="Inside Issue">

    … (buttons)

    </xsf:menu>

</xsf:menu>

例 2


ボタンに加えてドロップダウン メニューも追加されたフォーム定義のツール バーの例を示します。このドロップダウン メニューにはサブメニューがあります。

<xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

    <xsf:menu caption="Insert">

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="issue" caption=“Issue”/>

    <xsf:menu caption="Inside Issue">

<xsf:button action="xOptional::insert" xmlToEdit="notes" caption=“Notes”/>

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=“Work Item”/>

    </xsf:menu>

    </xsf:menu>

<xsf:button action="xOptional::insert" xmlToEdit="header" caption=“Header”/>

<xsf:button action="xOptional::insert" xmlToEdit="approvalInfo" caption=“Approval Info”/>

</xsf:toolbar>
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· フォーム定義のメニューは、[ウィンドウ] メニューと [ヘルプ] メニューの間に、フォーム定義に宣言されたとおりの順序で配置されます。フォーム定義のメニューに表示状態のメニュー項目がなく、表示状態のサブメニューもない場合、メニューのキャプションは非表示になります。
<toolbar> 要素と <menu> 要素
<xsf:toolbar name="issuesTbar" caption="Issues Toolbar">
    <xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=“Work Item”/>

</xsf:toolbar>

<toolbar> 要素には以下の属性があります。


· name (必須)

この属性はツール バーの名前を指定します。これによって、配置情報を "記憶" できるようになります。また、ビューを切り替えたときに、両方のビューに同じ名前のツール バーが定義されている場合、ドッキングおよびドッキング解除の状態や配置などを維持することも可能となります。

この名前は 1 つのビューにおいて一意である必要があります。
<toolbar> 要素および <menu> 要素には以下の属性もあります。

· caption (必須) 


この属性は以下の要素に対応します。
· <toolbar>   タイトル バーのキャプション (ドッキングされていない場合) 

· トップレベルの <menu>   トップレベル メニューのキャプション 

· <toolbar> にネストされた <menu>   ドロップダウンのボタンのキャプション 

· <menu> にネストされた <menu>   サブメニューのキャプション

<toolbar> 要素および <menu> 要素の下位には次の要素があります。


0 個以上の <button> または <menu>

名前付きの組み込みメニュー領域
InfoPath には以下の "名前付き UI 領域" があります。 

	名前
	対応する UI 要素

	msoFileMenu
	[ファイル] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoEditMenu
	[編集] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoInsertMenu
	[挿入] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoViewMenu
	[表示] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoFormatMenu
	[書式] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoToolsMenu
	[ツール] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoTableMenu
	[罫線] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoHelpMenu
	[ヘルプ] メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目

	msoStructuralEditingContextMenu
	構造的編集用の右クリック メニューおよびショートカット メニュー内のセクションに追加されるメニュー項目


<menuArea> 要素
<xsf:menuArea name="msoInsertMenu”>
    <xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=“Work Item”/>

</xsf:toolbar>

<menuArea> は、トップレベルの <menu> 要素と同じように、メニューの内容を指定します。ただし、この要素では、新しいフォーム定義のトップレベル メニューではなく "msoInsertMenu" などの名前付き組み込みメニュー領域の内容を指定します。 

この要素には以下の属性があります。
· name (必須)

この属性は、InfoPath の名前付き組み込みメニュー領域である msoInsertMenu、msoViewMenu、msoFormatMenu、msoToolsMenu、msoTableMenu、msoHelpMenu、msoStructuralEditingContextMenu のいずれかに対応している必要があります。 


<menuArea> 要素の下位には次の要素があります。
0 個以上の <button> または <menu>

UI ボタンへのアクションの関連付け
フォーム定義では、さまざまなメニュー領域やフォーム定義のツール バーおよびメニューのボタンやメニュー項目に関連付けるアクションを指定できます。次に、例を示します。
<xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=”Insert a Work Item”/>

</xsf:toolbar>

これらのボタンやメニュー項目 (上の例の "Insert a Work Item" ボタンなど) は、ビューの現在のコンテキスト (選択) に基づいて動的に有効/無効/非表示にすることができます。 

UI ボタンへのスクリプトの関連付け
ボタンに関連付けるスクリプト ハンドラは、以下のように指定します。
XSF ファイルの場合
<xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

<xsf:button name="hello" caption="Say Hello"/>

</xsf:toolbar>

 

スクリプト ファイルの場合
Hello::OnClick() { … }

<button> 要素
<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=“Work Item”/>

<xsf:button name="hello" caption="Say Hello"/>

それぞれの <button> がツール バーのボタンまたはメニューのメニュー項目に対応し、関連付けられた編集コンポーネント アクションまたはスクリプトを指定します。
<button> には以下の属性があります。
· caption (省略可能)

ボタン上に表示されるキャプションを指定します。
(この属性を指定しなかった場合は、既定値として、対応する <editWith> 要素に指定されたキャプションが使用されます。この要素の既定値は空の文字列です。)

· icon (省略可能)


ボタンやメニュー項目に使用されるアイコンまたはビットマップの URL を指定します。この属性を指定しなかった場合は、キャプションだけが使用されます。キャプションとアイコンをどちらも指定した場合は、両方が表示されます。

また、システム アイコンの ID を指定することもできます (整数型の値を指定すると、その値は ID と見なされます)。

メモ   URL を指定する場合は、.bmp ファイルまたは .gif ファイルの場所を示している必要があります。

メモ   キャプションとアイコンのいずれも指定しなかった場合、ボタンにはどちらも表示されません。 

· tooltip (省略可能)


ボタンがツール バーのボタンである場合 (つまり <button> が <toolbar> の子要素である場合)、この属性はボタンの説明を指定します。

ボタンがメニュー項目である場合、この属性は意味を持ちません。


また、ボタンの OnClick イベントが編集コンポーネント アクションまたはスクリプトを実行するかどうかによって、<button> に追加の属性を指定できます。 

<button> を使用して編集コンポーネント アクションを実行する場合は、<button> に以下の属性を指定できます。


· action (必須)

編集コンポーネント アクションを "NameOfEditingComponent::NameOfAction” の構文で指定します。


· xmlToEdit (必須)


この編集コンポーネントを適用する xmlToEdit の名前を指定します。 

例
<xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=“Work Item”/>

<xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container="workItems”> 

<xsf:editWith component=”xCollection”>

        …

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

· showIf (省略可能)


この属性に指定できる値は、always、enabled、immediate です。既定値は always です。 

showIf="enabled" と指定すると、アクションがコンテキストにおいて "enabled" となった場合のみボタンが表示されます。
showIf="immediate" と指定すると、アクションがコンテキストにおいて "immediate" となった場合のみボタンが表示されます。
メモ   編集コンポーネント アクションの定義は、コンテキストにおいて "immediate" となる条件となります。その目的は、構造的編集用のコンテキスト メニューの適切な動作を指定することです。
xCollection : Insert   現在の選択がコンテナと一致する場合に、immediate が真となります。
xCollection : InsertBefore   現在の選択にアイテムと一致するノードがある場合に、immediate が真となります (複数の指定が可能であり、一致しないノードを含んでいてもかまいません)。
xCollection : InsertAfter   InsertBefore の場合と同じです。
xCollection : Remove   現在の選択にアイテムと一致するノードがある場合に、immediate が真となります (複数の指定が可能であり、一致しないノードを含んでいてもかまいません)。
xCollection : RemoveAll   現在の選択がコンテナまたはすべてのアイテムと一致する場合に、immediate が真となります。
xOptional : Insert   現在の選択がコンテナと一致する場合に、immediate が真となります。
xOptional : Remove   現在の選択にアイテムと一致するノードがある場合に、immediate が真となります (複数の指定が可能であり、一致しないノードを含んでいてもかまいません)。
xReplace : Remove   現在の選択にアイテムと一致するノードがある場合に、immediate が真となります (複数の指定が可能であり、一致しないノードを含んでいてもかまいません)。
スクリプトを実行する <button> には以下の属性もあります。


· name (必須)

ボタンの OnClick イベントにスクリプト関数を関連付けます。そのためには、次のように適切な名前付きスクリプト ハンドラを定義します。
foo::OnClick() { … } 

構造的編集の概要
次のコードは、ビューとそれに関連付けられたセカンダリ UI を中心として InfoPath ファイル定義ファイルの全体的な構造を示したものです。
単純なフォーム定義ファイルの例
この例では、XML ソース インスタンスを以下のように仮定しています。
<root>

    <issues>

        <issue author=”Pete”>

            <title>HTML versa XML tables</title>

            <description>

                <textItem>some text goes here</textItem>

                <textItem>more text do go</textItem>

            </description>

            <workItems>

                <workItem description="create visuals" effort="2"/>

                <workItem description="create visuals" effort="2"/>

            </workItems>

            <notes>type here<notes>

        </issue>

    </issues>

</root>

次に、デザイン モードで作成した簡単なフォーム定義の例を示します。
 

<xsf:xDocumentClass …>

Define the views, and set the default view as ‘Report’

    <xsf:views default="Report">

        <xsf:view name="Report" caption="Design Issues"> 

            <xsf:mainpane transform="issues.xslt"/> 

Define a toolbar 
            <xsf:toolbar caption="Design Issues Form">

                <xsf:button action="xCollection::insert" xmlToEdit="workItem" caption=”Insert Work Item”/>

            </xsf:toolbar>

            <xsf:editing>

Define editing to be used for ‘textItem’ nodes in XML 

Use the ‘xTextList component, to provide text flow ‘split and merge’ editing of ‘textItem’s

Use the ‘xField component, to provide richtext editing of ‘textItem’s

<xsf:xmlToEdit item="description/textItem">

<xsf:editWith component=”xTextList” type=”formatted”/>

</xsf:xmlToEdit>

Define editing to be used for ‘workItem’ nodes in XML 

Use the ‘xCollection’ component (table or structured list editing) for inserting or removing ‘workItem’ items

i.e. for adding or removing workItem nodes.

            <xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container="workItems”> 

                <xsf:editWith component=”xCollection” > 

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"></workItem>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

            </xsf:xmlToEdit>

            </xsf:editing>

        </xsf:view> 

    </xsf:views>

 

...other sections such as <xsf:fileNew>, <xsf:package> etc.

 

</xsf:xDocumentClass>   

複雑なフォーム定義ファイルの例
次に、前の例より "高度" な機能を多用したフォーム定義ファイルの例を示します。この例は、さまざまな機能の構文を示すことを目的としているため、多少不自然な部分があります。このフォーム定義ファイルは手動で作成したものです。 

 

コード中のコメントを読むと、内容の詳細な意味を理解できます。
 

<xsf:xDocumentClass …>

 

Declare one or more script files for ‘business logic,’ event handlers associated with XMLDomChange events or form-defined ‘Editing Components,’ etc.

    <xsf:scripts language=”javascript”>

        <xsf:script src="issues.js"/>

    </xsf:scripts>

 

Define a taskpane 

    <xsf:taskpane caption="Design Issues Help" href="designIssuesHelp.htm"/> 

    

Define the views, and set the default view as ‘Report’

    <xsf:views default="Report">

 

        <xsf:view name="Report" caption="Design Issues"> 

            <xsf:mainpane transform="issues.xslt"/> 

Define a designIssuesTbar’ for this view
            <xsf:toolbar name="designIssuesTbar" caption="Design Issues Form">

<xsf:button action=“xCollection::insert” xmlToEdit="author" caption=”Insert Author”/>

<xsf:button action=“xCollection::insert” xmlToEdit="issue" 
                                    caption="New Issue" showIf="enabled"/>

The toolbar will include a drop-down menu, for deleting items

    <xsf:menu caption="Delete">

                <xsf:button action=“xCollection::remove" xmlToEdit=“issue" caption="Delete Issue" />

                <xsf:button action=“xOptional::remove" xmlToEdit=“notes" caption="Delete Notes" />

    </xsf:menu>

</xsf:toolbar>

Create a top-level menu for this view

<xsf:menu caption="My scripted actions">

This button calls a simple script

    <xsf:button name="hello" caption=”Hello”/>

</xsf:menu>

Define editing services for this view

            <xsf:editing>

‘issues’ are an ‘xCollection’

<xsf:xmlToEdit name="issue" item="issue" container=”issues”>

<xsf:editWith component="xCollection">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

                                <issue><title>type title here</title></issue>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

‘author’ is an ‘xOptional’

<xsf:xmlToEdit name="author" item="issue/@author " container=”issue”>

<xsf:editWith component="xOptional">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<xsf:attributeData attribute=”author” value=”author name”/>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

‘issue/title’ has no proofing, and is an editable field of type ‘formatted’ 

(except when within a prescribed View Context, where it is of type ‘formattedMultiLine’))

<xsf:xmlToEdit item="issue/title">

<xsf:editWith component="xField" type="formatted" proofing="no"/>

</xsf:xmlToEdit>

                <xsf:xmlToEdit item="issue/title" viewContext=”#multiLine”>

<xsf:editWith component="xField" type="formattedMultiLine"/>

</xsf:xmlToEdit>

‘textItem’ is an ‘xTextList’

<xsf:xmlToEdit item="description/textItem">

<xsf:editWith component="xTextList"/>

</xsf:xmlToEdit>

‘workItem’ is an ‘xCollection’ with two fragments to insert, depending on

whether the ‘workItem’s wrapper element is already present or not.

<xsf:xmlToEdit name="workItem" item="workItem" container="issue">

<xsf:editWith component="xCollection" removeAncestors="1">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent="workitems">

<workItem description="describe work item here" effort="0"/>

</xsf:chooseFragment>

<xsf:chooseFragment>

<workItems><workItem description="describe work item here" effort="0"/></workItems>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

‘notes’ is an ‘xOptional’ and is an editable field of type ‘rich’

<xsf:xmlToEdit name="notes" item="notes" container=”issue”>

<xsf:editWith component="xOptional">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<notes>type here</notes> 

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

<xsf:xmlToEdit name="notesField" item="notes">

<xsf:editWith component="xField" type="rich"/>

</xsf:xmlToEdit>

            </xsf:editing>

        </xsf:view> 

 

Define a second view with no UI or user of editing components 

        <xsf:view name="Summary" caption="Issues Summary"> 

            <xsf:mainpane transform="summary.xslt"/> 

        </xsf:view> 

 

    </xsf:views>

  

...other sections such as <xsf:fileNew>, <xsf:package> etc. 

</xsf:xDocumentClass>

JScript ファイルの場合
Hello::OnClick() { ・}

編集コンポーネントとは
編集コンポーネントとは、特定のアクションを提供するものです。このコンポーネントによって、XML ノードを特定の方法で編集したり、ツール バー ボタンなどを介してアクションを公開したりすることが可能となります。編集コンポーネントは、デザイン モードで挿入できる各種の XML 編集コントロールに対応します。
 

たとえば、編集コンポーネント xCollection にはリストの項目の挿入と削除という 2 つのアクションがあります。フォーム定義には、xCollection コンポーネントの使用方法を指定できます。たとえば、特定の XML ノード (<workItem> など) で使用されるように指定することもできます。その結果、<workItem> をリストに挿入したりリストから削除したりするための UI が公開されます。
編集コンポーネント
編集コンポーネントは、XML の繰り返し item ノードの場合は xCollection、XML の省略可能ノードの場合は xOptional、テキストフロー スタイル リスト編集 (Microsoft Word の箇条書きに似たもので、これも XML の繰り返し item ノードに基づく) の場合は xTextList、リーフノード編集を指定する場合は xField となります (xField と xTextList では、スペルチェック機能とオートコレクトのオン/オフを切り替えることもできます)。
編集コンポーネントの使用
次の例では、フォーム定義において編集コンポーネントを指定する方法として、"編集対象の XML" (アイテム XPath Match Pattern と一致する XML ノードによって特徴付けられる) に編集コンポーネントを適用する方法を示します。
 
Use ‘xCollection’ component (table or structured list editing) for inserting or removing ‘workItems’ 

<xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container=”workItems”> 

<xsf:editWith component=”xCollection” >
            <xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="describe work item here" effort="0"/>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

 

この定義によって、"作業項目" (Work Items) を挿入するアクションと削除するアクションが UI に追加されます。 

コントロールに編集コンポーネントを関連付けるには
デザイン モードで使用できるコントロールには、XML 編集に関連付けることができるものがあります。このようなコントロールでは以下の編集コンポーネントを使用します。
· xCollection   XML のリスト編集および表編集に使用します。
· xOptional   省略可能なブロック アイテムに使用します。
· xTextList   Microsoft Word の箇条書きに似たテキストフロー スタイル リストの編集に使用します。
· xField   フィールド編集の種類 (リッチ テキスト、標準の 1 行テキストなど) を定義できます。
· xReplace   XML コードを置き換えることができます。主として、スキーマの xsd:choice に指定された内容を別のバージョンに置き換えるために使用します。
· xImage   埋め込み画像に使用します。
	デザイン モードのコントロール
	編集コンポーネント

	繰り返しセクション
繰り返しテーブル
	xCollection


	省略可能セクション
	xOptional


	標準リスト
箇条書き
段落番号
	xTextList


	リッチ テキスト ボックス
テキスト ボックス
	xField 


	画像
	xImage
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これらのコントロールのインスタンスを作成すると、対応する <xmlToEdit> エントリが XSF 内に作成されます (2 つのエントリが作成される場合もあります。1 つはアイテムの挿入または削除を行う xCollection のエントリ、もう 1 つはアイテムの置換を行う xReplace のエントリです)。
<xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container="workItems”> 
<xsf:editWith component="xField" type="formatted" proofing="no"/>

</xsf:xmlToEdit>

<editing> 要素
個々の <view> に 0 個または 1 個の <editing> 要素を指定することができます。 

<editing> 要素の下位には次の要素があります。


· 0 個以上の <xmlToEdit>

<xmlToEdit> 要素=

<xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container="workItems”> 
<xsf:editWith component="xField" type="formatted" proofing="no"/>
</xsf:xmlToEdit>

<xmlToEdit> 要素の下位には次の要素があります。


· 0 個以上の <editWith> 

<xmlToEdit> には以下の属性があります。


· name (必須)

· item (必須)

· container (省略可能)

· viewContext (省略可能)

デザイン モードでは、各 <xmlToEdit> が、設計時ビューに表示された XML 編集コントロール ([コントロール] 作業ウィンドウからドラッグしたコントロール) のインスタンスに対応します。  

<xmlToEdit> タグは "コントロール" のビュー内での位置を示します。


item、container、viewContext という 3 つの属性によって、ビュー内の特定の "場所" が指定され、その場所が "コントロール選択可能" となります。

item 属性および container 属性は、XML マッピングに基づいて "場所" を決定します。
<editWith> タグは、編集コンポーネントによって決定されるコントロールの動作 (そのコントロールが何であるか、関連付けられたアクションなど) を指定します。
編集コンポーネントでは、item または container がアクションを有効とするコンテキストにあることが必要となる場合もあります。編集コンポーネントの <editWith> は、その編集コンポーネントが必要とする item および container の XPath を指定する <xmlToEdit> によって囲まれます。
次の表に、各コントロールに対応する編集コンポーネントを示します。
	編集コンポーネント
	必要な属性

	xCollection
	item および container

	xOptional
	item および container

	xReplace
	item および container

	xTextList
	Item

	xField 
	Item

	xImage
	Item


<xmlToEdit> の属性の詳細
· name (必須)

<button> の xmlToEdit 属性において、<xmlToEdit> ブロック内の編集コンポーネント (<editWith>) のアクションをボタンまたはメニュー項目に関連付けます。

1 つのビューに同じ名前の <xmlToEdit> ブロックは 1 つしか存在できません。


· container (省略可能)

コントロールが選択可能となり、そのアクションが有効となるコンテキストを決定する XPath マッチ パターンに対応します。現在のコンテキスト (ビューの選択または挿入ポイント) が位置する HTML 要素が、この container マッチ パターンと一致する XML ノードに対応している場合、そのコントロールは有効となります。そうでない場合は、すべてのアクションが無効となります。

コンテナ XML ノードは次のようなルールに基づいて特定されます。
現在の選択を開始点とし、HTML の祖先要素を下っていき、コンテナの XPath マッチ パターンと一致する XML ノードに対応する HTML ノードを探します。このノードが見つかると、コンテナ HTML ノードとコンテナ XML ノードが取得されます。 

メモ   コンテナ XML ノードが存在するだけでは十分ではありません。アクションが有効となるのは、現在の選択がコンテナ XML ノードに対応する HTML 要素内にある場合だけです。
編集コンポーネント xCollection および xOptional の場合は、アイテムが挿入される XML ノードに基づくコンテナ XML ノードが有効となります。

メモ   デザイン モードでアイテムおよびコンテナの XPath パターンが生成される場合、その形式は必ず item="/a/b/c" となり、ドキュメントの root からの完全なパスを表します。ただし、フォーム定義ファイルを手動で編集する場合には、item="b/c" などのパターンや item="b[@p=’23’]/c[q]" のように記述されたパターンも使用できます。
· item (必須)

これも XPath マッチ パターンの 1 つであり、ブロック内の <editWith> 要素内にある編集コンポーネントを使用した編集の対象となる XML ノードを指定します。

アイテム XML ノードは次のようなルールに基づいて特定されます。
現在の選択を開始点とし、HTML の祖先要素を下っていき、アイテムの XPath マッチ パターンと一致する XML ノードに対応する HTML ノードを探します。このノードが見つかると、アイテム HTML ノードとアイテム XML ノードが取得されます。 

· viewContext (省略可能)

ビュー内の HTML 要素を表す文字列を指定します。この HTML 要素とは、xd:CtrlId 属性にこの文字列が設定されている要素のことです。つまり、XSF 内の viewContext="myID" は XSLT/HTML 内の xd:CtrlId="myID" に対応します。

この属性は、ビュー内の現在の選択に適用される条件に対応します。この条件が満たされるのは、HTML ツリー内に現在の選択にとって共通の祖先があり、その祖先に対応する xd:CtrlId が指定されている場合です。

これによって、同じコントロールの 2 つのインスタンスが同じ XML コンテキストを持つ場合に、コントロールのあいまいさを解消し、XML コンテキストを同一にすることができます。
たとえば、目次には章のタイトルがあり、その後には目次と同じ章のタイトルと本文があります。したがって、item="chapter" には viewContexts が異なる 2 つの <editWith> が存在し、それぞれにおいて異なる動作を指定することができます。 

<xmlToEdit> 要素と選択
選択はコントロール固有です。つまり、xCollection、xOptional、xReplace、または xTextList を指定すると、item の選択は構造的な選択となります。
同じように、xCollection、xOptional、または xReplace を指定した場合、container の選択は構造的な選択となります。
<editWith> 要素
<xsf:xmlToEdit name=”workItem” item=”workItems/workItem” container="workItems”> 

<xsf:editWith component=”xCollection”>

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"/ >

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith> 
</xsf:xmlToEdit>

既に説明したとおり、<xmlToEdit> タグはコントロールのビュー内での位置を指定します。 

それに対し、<editWith> タグはコントロールの動作 (そのコントロールが何であるか、関連付けられたアクションなど) 指定します。<editWith> は、コントロールが特定の編集コンポーネント (component 属性) を使用することを指定し、動作を決定するためのパラメータを編集コンポーネントに渡します。

実際には、<editWith> はアイテムに対応する XML ソース データに編集コンポーネントのアクションが適用されることを指定します (つまり、この xmlToEdit を使用するボタンまたはメニュー項目は、これらのパラメータの設定に基づいて "Insert a Work Item" などのアクションを XML データに適用します)。 


<editWith> 要素には次の 2 つの属性があります。
· component (必須)

<button> の action 属性に指定される編集コンポーネントの名前です。 


· caption (省略可能)

デザイン モードにおいて、異なる種類の xCollection で使用される代替形式の XML データ (fragmentToInsert) を表す識別子として使用されます (たとえば、サンプル フォーム「出張日程表」などで使用されています)。 


· <editWith> の他の属性および内容は、この編集コンポーネントの "パラメータの設定" に対応します。編集コンポーネントには、必須のパラメータと省略可能なパラメータがあります。

値が文字列であるパラメータは <editWith> において属性として設定されます。このような属性の名前はパラメータ名と同じです。たとえば、次の例に示す xField の type もこのようなパラメータの 1 つです。

<xsf:editWith component=”xField” type="rich"/>


編集コンポーネントには、値が構造的な XML データに対応するパラメータとして fragmentToInsert があります。このパラメータを設定するには、次のように <xsf:fragmentToInsert> 要素を <editWith> の子要素として指定します。


<xsf:editWith component=”xCollection”>

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"/ >

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素
<xsf:xmlToEdit name="workItem" unit="workItem" container="issue">

<xsf:editWith component="xCollection">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent="workitems" followingSiblings="X|Y">

<workItem/>

</xsf:chooseFragment>

<xsf:chooseFragment followingSiblings="B|C">

<workItems><workItem/></workItems>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

<fragmentToInsert> 要素は、編集コンポーネント xCollection、xOptional、および xReplace で使用されます。
<fragmentToInsert> では、1 つ以上の <chooseFragment> 要素を使用してコードの代替バージョンを指定します。


<chooseFragment> 要素には以下の属性があります。

· parent (省略可能)

コンテナ ノードからの相対 XPath を指定します。この XPath は、このデータを挿入する XML 内のノードを参照します。既定値は "." です。これは、データを container ノード自体に挿入することを意味します。


· followingSiblings (省略可能)

親ノードからの相対 XPath を指定します。データは親ノードの子ノードとして挿入されますが、挿入位置は followingSiblings XPath と一致するノードの前になります (そのようなノードがない場合は、挿入ではなく "追加" となります)。 

次の例では、workItems が見つかった場合、新しい <workItem/> が workItems において最初に見つかった X または Y の前または workItems の終わりに挿入されます。 

workItems が見つからなかった場合、新しい <workItem/> は issue において最初に見つかった B または C の前または workItems の終わりに挿入されます。
issue

A

workItems

W

workItem

Y

B

followingSiblings 属性が挿入で使用されるのは、現在のコンテキストがアイテムにない場合だけです。followingSiblings が指定されている場合を除き、動作は親ノードの内容に追加されます。その場合でも、動作は親ノード内で followingSiblings ノードの前に挿入されます。 


<chooseFragment> 要素の内容は次のようになります。
· 挿入される XML ドキュメントと 0 個以上の <attributeData> 要素

<chooseFragment> 要素にはオープン コンテンツ モデルが指定されます。オープン コンテンツ モデルは、テキスト ノード、1 つ以上の要素ノード、混合コンテンツ (要素ノードとテキスト ノードの両方) のいずれかで構成されます。この要素には、挿入する XML データに加えて、または XML データの代わりに、1 つ以上の <attributeData> 子要素を含めることもできます。その場合、<attributeData> 要素は挿入されるコンテンツとしてではなく、属性値を指定する目的で使用されます。


<chooseFragment> 要素は、通常はサイズの小さいものから順に配置されます。先頭に位置するのは、コレクション内に既存のアイテムが 1 つ以上存在する場合に insertBefore アクションおよび insertAfter アクションによって挿入されるデータです。このような insert アクションを呼び出すことができるのは、現在 XML ツリー内に container に対応するノードがあり、item に対応するノードがない場合です (したがって、insert アクションによって最初の "アイテム" を追加することができます)。 


insert アクションの挿入アルゴリズムは、各 <chooseFragment> において次のようになります。


· XML ツリー内に parent に対応するノードがあるかどうかを確認します。 

· parent に対応するノードがある場合は、そのノードのコンテンツにデータを追加します (さらに、<xmlFragment> 内の各 <attributeData> について "親" ノードの属性を設定します)。
· parent に対応するノードがない場合は、次の <chooseFragment> に移動します。 

· それが最後の <chooseFragment> である場合は、操作は行われません (挿入は失敗となります)。 

名前空間について
<xmlFragment> 内の要素コンテンツ (<attributeData> を除く) は、ソース XML に挿入される新しいコンテンツに対応し、適切な名前空間に属している必要があります。特に、XSF ファイルの既定の名前空間が "http://schemas.microsoft.com/office/infopath/2003/solutionDefinition" である場合、挿入される要素は名前空間で修飾されている必要があります。それ以外の場合は、<xmlFragment> 内で既定の名前空間を設定する必要があります。
<xmlFragment ID="item" xmlns:iss=”issuesNamespace”>

<iss:workItem description="describe work item here" effort="0"/>
</xmlFragment>

<attributeData> 要素
<xsf:editWith component="xOptional">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent=”report>

<xsf:attributeData attribute=”author” value=”author name”/>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>


<attributeData> 要素は、xCollection または xOptional の insert アクションによって挿入 (既に存在する場合は変更) される属性の名前および値を指定します。
<attributeData> 要素には以下の属性があります。

· attribute (必須)

挿入する属性の名前


· value (必須)

挿入する属性の値 

編集コンポーネント
xField 編集コンポーネント
<xsf:xmlToEdit item="description/textItem">

<xsf:editWith component=”xField” type=”rich” proofing=”no”/>

</xsf:xmlToEdit>

この編集コンポーネントでは、XML 内のリーフ ノード (要素ノードのテキスト コンテンツ、属性ノード、または要素ノードの XHTML コンテンツ) をビュー内でテキスト ボックスとして編集することができます。 

xTextList では、xmlToEdit に item 属性が必要となります。
item

xField は、この XPath パターンと一致するアイテム要素または属性ノードから成ります。そのテキスト コンテンツ (属性の場合は値) はテキスト ボックスとしてビューに表示されます。 

xField のパラメータ
省略可能なパラメータ
 

1. type

値 : plain | plainMultiline | formatted | formattedMultiline| rich 
既定値 : plain
 
アイテム XPath と一致するフィールドに対して実行する編集の種類を設定します。一致する XML ノードが指定された編集サービスを完全にはサポートしていない場合は、サポートのレベルに応じて実質的な編集の種類が "ダウングレード" されます (現在のところ、これは標準レベルへのダウングレードを意味します)。たとえば、属性ノードの type が rich に設定されていても、実際の動作は plain となります。実際には、plain 以外の値をサポートするのは CDATA セクション内に記述された XHTML 形式のデータだけです。 

2. proofing

値 : yes | no
既定値 : yes
 
スペル チェックなどの校正機能のオン/オフを切り替えます。 

3. autoComplete

値 : yes | no
既定値 : yes
 
フィールドのオートコンプリートのオン/オフを切り替えます。 

<xsf:xmlToEdit item="description/textItem">

<xsf:editWith component=”xField” type=”rich”/>

</xsf:xmlToEdit>


このコードは、description/textItem 要素のテキスト コンテンツをリッチ テキスト フィールドとして編集可能にします。
<xsf:xmlToEdit item="person/@name”>

<xsf:editWith component=”xField” type=”plain” proofing=”no” autoComplete=”no”/>

</xsf:xmlToEdit>


このコードは、person 要素の name 属性を標準テキスト フィールドとして編集可能にし、スペル チェックとオート コンプリートをオフにします。
XSF に宣言されない編集可能フィールドの既定の動作
xField コンポーネントの特徴は、XSF 内で宣言されていなくても暗黙的に取得できることです。したがって、XML 内のノードに対応する <xsl:value-of select="foo"/> は、そのノードの編集可能フィールドとなります。このとき、スペル チェックとオート コンプリートはオンとなり、フィールドに対する編集の種類は plain (標準) となります (ノードに対応付けるためには、<span><xsl:value-of select="foo"/></span> のように、value-of を囲む適切な HTML タグが必要です)。 

このような value-of を編集可能フィールドにしない場合は、囲んでいる要素にコメント xd:disableEditing="yes" を追加します。
type、proofing、または autoComplete の既定値を無効にするためには、XSF 内に上記のエントリが必要となります。
xTextList 編集コンポーネント
<xsf:xmlToEdit item="description/textItem">

<xsf:editWith component=”xTextList” type=”formatted”/>
</xsf:xmlToEdit>

この編集コンポーネントは、InfoPath デザイン モードの [コントロール] 作業ウィンドウにある箇条書き、標準リスト、段落番号に対応します。 

xTextList では、xmlToEdit に item 属性が必要となります。
item

xTextList は、この XPath パターンと一致するアイテム要素 (共通の親ノードを持つ兄弟要素) から成ります。アイテム要素のコンテンツ (または field パラメータに指定された属性ノードまたはリーフ要素ノードのコンテンツ) は、ビューに表示され、Microsoft Word の箇条書きと同じように扱うことができます。Enter キー、Del キー、BackSpace キーによる結合と分割にも対応しています。
xTextList のパラメータ
省略可能なパラメータ
1. field

アイテムの XML ノードからの相対 XPath を指定します。この XPath は、この "テキスト リスト" の編集可能フィールドとして表示する XML 内のノード (要素ノードまたは属性ノード) を参照します。既定値は "." です。これは、アイテム XML ノードのテキスト コンテンツを編集することを意味します。

この属性に基づいて、次のような順序で現在のコンテキストに対応するフィールド XML ノードが検索されます。
現在の選択の直接の共通祖先である HTML 要素を開始点とし、祖先要素を下っていき、マッチ パターン "value-of-match-parameter/value-of-field-parameter" と一致する XML ノードに対応する最初の HTML 要素を探します。このような要素が見つかると、その XML ノードがフィールド XML ノードとなります。その XML ノードに対応する HTML 要素がフィールド HTML ノードとなります。
フィールド HTML ノードは自動的に選択可能となります。フィールド HTML ノードが選択されると、それに対応するフィールド XML ノードもデータ内で選択されます。
メモ   xTextList では split アクションが Enter キーに関連付けられるため、フィールドの種類を複数行フィールドにすることはできません。xField に指定できるのは plain と formatted だけです。
2. proofing

値 : yes | no
既定値 : yes
 
スペル チェックなどの校正機能のオン/オフを切り替えます。 

3. autoComplete

値 : yes | no
既定値 : yes
 
フィールドのオートコンプリートのオン/オフを切り替えます。 

xTextList のアクション
xTextList 編集コンポーネントには以下のアクションがあります。


· split 

· merge 

· remove 

アクションの有効化
次に、有効になるアクションが決定される条件について説明します。
split、merge、remove

現在のコンテキストがフィールド内にある (フィールド XML ノードとフィールド HTML ノードの両方が存在する) ことが必要です。
merge

挿入ポイント (IP) がフィールド HTML ノードの先頭または末尾にあることが必要です。フィールド HTML ノードの先頭にある場合は、そのノードの前に同じ xTextList に対応する (したがって item パラメータおよび field パラメータの値が同じである) 別の HTML フィールド ノードがあり、その間に編集可能フィールドが存在しないことが必要です。このようなノードを "前の HTML テキスト リスト フィールド" といいます。フィールド HTML ノードの末尾にある場合は、そのノードの後に別の HTML "フィールド" ノードがあることが必要です。このようなノードを "次の HTML テキスト リスト フィールド" といいます。
アクションの実行結果
split

現在のアイテム XML ノードのコピーを作成し、そのコピーを現在のアイテム XML ノードの後に兄弟ノードとして挿入します。一方のフィールド XML ノードには IP より前のコンテンツを挿入し、もう 1 つのフィールド XML ノードには IP の後のコンテンツを挿入します。

このアクションは、既定では Enter キーによって実行できます。

merge

IP がフィールドの末尾にある場合は、"次の HTML テキスト リスト フィールド" (「アクションの有効化」を参照) に対応するアイテム XML ノードを削除し、その "フィールド" のコンテンツを現在のフィールド XML ノードに追加します。 


このアクションは、既定では Del キーによって実行できます。

IP がフィールドの先頭にある場合は、現在のフィールドに対応するアイテム XML ノードを削除し、現在のフィールドのコンテンツを "前の HTML テキスト リスト フィールド" の "フィールド" XML ノードに追加します。 


このアクションは、既定では BackSpace キーによって実行できます。


remove

アイテム XML ノードを削除します。

このアクションは、既定ではテキスト リスト フィールドが選択されているときに Del キーによって実行できます。
xCollection 編集コンポーネント
<xsf:xmlToEdit name="workItem" item="workItem" container="issue">

<xsf:editWith component="xCollection" removeAncestors="1">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"/ >

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

この編集コンポーネントは、データが親ノードの下に繰り返し要素の形式で挿入された場合に適用されます。この編集コンポーネントでは、繰り返しアイテムに対応するデータの挿入および削除が可能です。この編集コンポーネントは、InfoPath デザイン モードの [コントロール] 作業ウィンドウにある繰り返しセクションまたは繰り返しテーブルに対応します。 

xCollection では、xmlToEdit に item 属性と container 属性の両方が必要となります。
item

繰り返し要素ノードの XPath マッチ パターンです (属性ノードを使用することはできません)。つまり、xCollection は、この XPath パターンと一致し、共通の親ノードを持つ兄弟要素であるアイテム要素から成ります。 

アイテム HTML ノードは自動的に選択可能となります。アイテム HTML ノードが選択されると、それに対応するアイテム XML ノードもデータ内で選択されます。アイテム HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはアイテムが存在することを確認できます。
container

このコレクションでのアイテムの挿入または削除を可能にする UI が有効になるコンテキストを決定する "マッチ" パターンです。これは、現在のビューの選択が位置する HTML 要素が、この container マッチ パターンと一致する XML ノードに対応している場合、UI が有効となることを意味します。これに対し、現在のコンテキストにおいて、そのようなコンテナ XML ノードに対応する HTML 要素が存在しない場合は、すべてのアクションが無効となります。

上の例では、container は "issue" であり、item は "workItem" です。通常、container 内に item の一意に定義されたリストが 1 つだけ存在する ("issue" 内に "workItem" が 1 つだけある) ように、container と item が選択されます。そうでない場合は、一意のリストとなるように、"より近い" container が選択されます。ただし、InfoPath では、リストが container 内で一意となることが必須条件ではありません。 

コンテナ HTML ノードは自動的に選択可能となります。コンテナ HTML ノードが選択されると、それに対応するコンテナ XML ノードもデータ内で選択されます。コンテナ HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはコンテナが存在すること (およびそのコンテナが挿入などの xCollection アクションを有効にするためにクリックする表示領域に対応すること) を確認できます。
xCollection のパラメータ
必須のパラメータ
1. fragmentToInsert

XML コード (XML DOM ドキュメント) を指定します。また、アクション insert、insertBefore、および insertAfter によってソース XML に挿入される属性の割り当ても指定します。このパラメータを設定するには、次のように <fragmentToInsert> 要素を <editWith> の子要素として指定します。
<xsf:editWith component=”xCollection”>

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"/ >

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

<xsf:editWith component=”xCollection”>

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent="workitems">

</xsf:chooseFragment>

<workItem description="create visuals" effort="2"/ >

<xsf:chooseFragment>

<workItems><workItem description="create visuals" effort="2"/ ></workItems>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

<fragmentToInsert> には 1 つ以上の <chooseFragment> 子要素が含まれます。これらの子要素は、XML コードの複数バージョンからの選択を指定します。


XML コードは、<chooseFragment> 内にインラインで指定します。

この方法の詳細については、前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください。 
 
省略可能なパラメータ
 

2. removeAncestors

値 : non-negative integer
既定値 : 0

最後のアイテムを削除するときに削除の対象とする祖先要素の数を指定します。既定値は 0 です。値は正の整数であることが必要です。

(削除アルゴリズム : item に対応する現在選択されている itemNode を削除し、それが最後のアイテムである場合は、removeAncestors に指定された数の親/祖先ノードも削除します。)

xCollection のアクション
· insert 

· insertBefore 

· insertAfter 

· remove 

· removeAll 

アクションの有効化
次に、有効になるアクションが決定される条件について説明します。
すべてのアクション

現在のコンテキストが container のスコープ内にある (したがってビューからマップされたコンテナ XML ノードがある) ことが必要です (上記を参照してください)。
insertAfter、insertBefore、remove

現在のコンテキストが item 内にある (したがってアイテム XML ノードが存在する) ことが必要です。
removeAll

minOccurs の値が "0" であることが必要です。 

アクションの実行結果
insertBefore、insertAfter

アイテム XML ノードの前または後に fragmentToInsert を挿入し、親ノードに属性を追加します (前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください)。

InfoPath では、これらのアクションのボタン エントリ (コンテキスト メニューおよびショートカット メニューのエントリ) が名前付きメニュー領域 msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。


insert

現在のコンテキストがアイテム内にある場合は、insertAfter と同じ挿入アクションが実行されます。そうでない場合は、親ノードのコンテンツの末尾に fragmentToInsert を挿入し、親ノードに属性を追加します (前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください)。

メモ   現在のコンテキストに (item ではなく) 親ノードの他の子ノード内へのマッピングがある場合は、fragmentToInsert が親ノードのコンテンツに追加されるのではなく、その子ノードの後に挿入されます。

InfoPath では、このアクションのボタン エントリが名前付きメニュー領域 msoInsertMenu および msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。


remove

アイテム XML ノードを削除します。removeAncestors 属性の値が 0 以外である場合は、アイテム XML ノードの親/祖先ノードも指定された数だけ削除します。

このアクションは、既定ではアイテムが選択されているときに Del キーによって実行できます。InfoPath では、これらのアクションのボタン エントリ (コンテキスト メニューおよびショートカット メニューのエントリ) が名前付きメニュー領域 msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。

removeAll 

コンテナ XML ノードの子孫であり、アイテム XPath パターンと一致する、すべての XML ノードを削除します。

removeAncestors 属性の値が 0 以外である場合は、アイテム XML ノードの親/祖先ノードも指定された数だけ削除します。 

xOptional 編集コンポーネント
<xsf:xmlToEdit name="author" item="report/@author" container=”meeting”>

<xsf:editWith component="xOptional">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent=”report>

<xsf:attributeData attribute=”author” value=”author name”/>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

</xsf:xmlToEdit>

この編集コンポーネントは、挿入されるデータが省略可能なアイテムである場合に適用されます。xCollection に似ていますが、minOccurs パラメータの値は 0、maxOccurs パラメータの値は 1 にそれぞれ固定されています。 

xCollection では、xmlToEdit に item 属性と container 属性の両方が必要となります。
item

親ノード内で省略可能である要素ノードまたは属性ノードの XPath マッチ パターンです。 

アイテム HTML ノードは自動的に選択可能となります。アイテム HTML ノードが選択されると、それに対応するアイテム XML ノードもデータ内で選択されます。アイテム HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはアイテムが存在することを確認できます。
container

この省略可能なアイテムの挿入または削除を可能にする UI が有効になるコンテキストを決定するマッチ パターンです。これは、現在のビューの選択が位置する HTML 要素が、この container マッチ パターンと一致する XML ノードに対応している場合、UI が有効となることを意味します。これに対し、現在のコンテキストにおいて、そのようなコンテナ XML ノードに対応する HTML 要素が存在しない場合は、すべてのアクションが無効となります。

上の例では、container は "meeting" であり、item は "report/@author" です。通常、container 内に省略可能なアイテムのインスタンスが 1 つだけ存在する ("meeting" 内に "report/@author" が 1 つだけある) ように、container と item が選択されます。そうでない場合は、省略可能なアイテムが一意となるように、"より近い" container が選択されます。ただし、省略可能なアイテムが container 内で一意となることは必須条件ではありません。 

省略可能なアイテムが挿入される XML ノードに基づくコンテナ XML ノードが有効となります。

コンテナ HTML ノードは自動的に選択可能となります。コンテナ HTML ノードが選択されると、それに対応するコンテナ XML ノードもデータ内で選択されます。コンテナ HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはコンテナが存在すること (およびそのコンテナが省略可能なアイテムの挿入または削除を有効にするためにクリックする表示領域に対応すること) を確認できます。
xOptional のパラメータ
必須のパラメータ


1. fragmentToInsert

XML コード (XML DOM ドキュメント) を指定します。また、insert アクションによってソース XML に挿入される属性の割り当ても指定します。このパラメータを設定するには、次のように <fragmentToInsert> 要素を <editWith> の子要素として指定します。
<xsf:editWith component="xOptional">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment parent=”report>

<xsf:attributeData attribute=”author” value=”author name”/>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>


<fragmentToInsert> には 1 つ以上の <chooseFragment> 子要素が含まれます。これらの子要素は、XML コードの複数バージョンからの選択を指定します。


XML コードは、<chooseFragment> 内にインラインで指定します。

この方法の詳細については、前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください。 

省略可能なパラメータ
2. removeAncestors

アイテムを削除するときに同時に削除する祖先要素の数を指定します。既定値は 0 です。

(削除アルゴリズム : item に対応する現在選択されている itemNode を削除し、removeAncestors に指定された数の親/祖先ノードも削除します。) 

xOptional のアクション
· insert 

· remove 

アクションの有効化
次に、有効になるアクションが決定される条件について説明します。
すべてのアクション 


現在のコンテキストが container のスコープ内にある (したがってビューからマップされたコンテナ XML ノードがある) ことが必要です (上記を参照してください)。 

insert


コンテナ ノードにアイテム XPath と一致する子孫ノードが存在しないことが必要です。 

remove

現在のコンテキストが item 内にある (したがってアイテム XML ノードが存在する) ことが必要です。
アクションの実行結果
insert

親ノードのコンテンツの末尾に fragmentToInsert を追加し、親ノードに属性を追加します (前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください)。

InfoPath では、このアクションのボタン エントリが名前付きメニュー領域 msoInsertMenu および msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。
remove 

アイテム XML ノードを削除します (このノードは要素ノードと属性ノードのどちらでもかまいません)。removeAncestors 属性の値が 0 以外である場合は、アイテム XML ノードの親/祖先ノードも指定された数だけ削除します。

このアクションは、既定ではアイテムが選択されているときに Del キーによって実行できます。InfoPath では、これらのアクションのボタン エントリ (コンテキスト メニューおよびショートカット メニューのエントリ) が名前付きメニュー領域 msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。 

xReplace 編集コンポーネント
xReplace は replace アクションを提供する編集コンポーネントであり、主として、スキーマの xsd:choice に指定された内容を別のバージョンに置き換える目的で使用します。 

 例
IP が AmericanAddress 内にある場合、AmericanAddress を EuropeanAddress と置き換えるボタンが有効になります。
<xsf:button caption="European address" onClick="xReplace::replace" xmlToEdit=”EuropeanAddress”/>

…

<xsf:xmlToEdit name="EuropeanAddress" item="AmericanAddress" container=”person”>

<xsf:editWith component="xReplace">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<address type=”European”>…</address>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

xReplace では、xmlToEdit に item 属性と container 属性の両方が必要となります。
item

指定された XML コードとの置き換えが可能な XML ノード (要素または属性) を決定するマッチ パターンです。 

アイテム HTML ノードは自動的に選択可能となります。アイテム HTML ノードが選択されると、それに対応するアイテム XML ノードもデータ内で選択されます。アイテム HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはアイテムが存在することを確認できます。
container

アイテムを置き換えるアクションが有効になるスコープを決定するマッチ パターンです。これは、現在のビューの選択が位置する HTML 要素が、この container マッチ パターンと一致する XML ノードに対応している場合、UI が有効となることを意味します。これに対し、現在のコンテキストにおいて、そのようなコンテナ XML ノードに対応する HTML 要素が存在しない場合は、すべてのアクションが無効となります。

上の例では、container は "person" であり、item は "AmericanAddress" です。ビューに表示される "person" 内の "AmericanAddress" は "EuropeanAddress" と置き換えが可能です。通常、container 内に省略可能なアイテムのインスタンスが 1 つだけ存在する ("meeting" 内に "report/@author" が 1 つだけある) ように、container と item が選択されます。そうでない場合は、省略可能なアイテムが一意となるように、"より近い" container が選択されます。ただし、省略可能なアイテムが container 内で一意となることは必須条件ではありません。 

コンテナ HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはコンテナが存在すること (およびそのコンテナが省略可能なアイテムの挿入または削除を有効にするためにクリックする表示領域に対応すること) を確認できます。

コンテナ HTML ノードは自動的に選択可能となります。コンテナ HTML ノードが選択されると、それに対応するコンテナ XML ノードもデータ内で選択されます。コンテナ HTML ノードにはマウスオーバー効果も自動的に組み込まれます。これによって、エンド ユーザーはコンテナが存在すること (およびそのコンテナが省略可能なアイテムの挿入または削除を有効にするためにクリックする表示領域に対応すること) を確認できます。
xReplace のパラメータ
 必須のパラメータ 

 
1. fragmentToInsert

replace アクション ("アイテム" XML ノードを置き換える) によってソース XML に挿入される XML コード (または属性の割り当て) を指定します。このパラメータを設定するには、次のように <fragmentToInsert> 要素を <editWith> の子要素として指定します。
<xsf:editWith component="xReplace">

<xsf:fragmentToInsert>

<xsf:chooseFragment>

<address type=”European”>…</address>

</xsf:chooseFragment>

</xsf:fragmentToInsert>

</xsf:editWith>

<fragmentToInsert> には 1 つ以上の <chooseFragment> 子要素が含まれます。これらの子要素は、XML コードの複数バージョンからの選択を指定します。


XML コードは、<chooseFragment> 内にインラインで指定します。

この方法の詳細については、前に述べた「<fragmentToInsert> 要素と <chooseFragment> 要素」を参照してください。
xReplace のアクション
· replace
アクションの有効化
replace アクションは、現在のコンテキストが item 内にある (したがってアイテム XML ノードが存在する) 場合に有効となります (上記を参照してください)。  

アクションの実行結果
replace アクションは現在のアイテム XML ノードを xmlFragment と置き換えます。 
 

InfoPath では、このアクションのボタン エントリが名前付きメニュー領域 msoInsertMenu および msoStructuralEditingContextMenu に既定で作成されます。 

xImage 編集コンポーネント
<xsf:xmlToEdit match="foo" >

    <xsf:editWith component="xImage"/>

</xsf:xmlToEdit>

xImage は "画像" コントロールに対応し、画像データが挿入または参照される XML アイテムを指定します。
その他のフォーム メタデータ
<applicationParameters> 要素
<xsf: applicationParameters application=”InfoPath Design Mode" >

…

</xsf:applicationParameters>

<applicationParameters> 要素は <xDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素であり、フォームの設計時の情報を格納する目的に使用できます。
この要素には以下の属性があります。
· application (必須)


フォームの設計に使用したアプリケーションの名前です。InfoPath 2003 では、この属性の値として "InfoPath Design Mode" のみ使用できます。
<applicationParameters> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <solutionProperties>

<solutionProperties> 要素
<xsf: solutionProperties allowCustomization=”no” lastOpenView=”view1” scriptLanguage=”JScript”  automaticallyCreateNodes=”no” lastVersionNeedingTransform=”1.1.0.10” fullyEditableNamespace=”urn:names?pace1:mynames” >"/>
<solutionProperties> 要素は <applicationParameters> 要素の省略可能なトップレベル子要素であり、フォームの設計時の情報を格納する目的に使用できます。
この要素には以下の属性があります。
· allowCustomization (省略可能)


フォームの変更やカスタマイズが可能かどうかを指定します。ユーザーが変更できないフォームのテンプレートを指定されたアプリケーションにロードし、変更しようとすると、エラーが生成されます。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "yes" です。
· lastOpenView (省略可能)

フォームを編集または表示していたアプリケーションで最後に開いていたビューの名前です。次に同じアプリケーションでフォームを開いたときには、この属性に設定されているビューが自動的に開きます。この属性の値は現在のフォームの既存のビュー名であることが必要です。
· scriptLanguage (省略可能)

フォームのビジネス ロジックの実装に使用したスクリプト言語の名前です。InfoPath 2003 では、この属性の値として "JavaScript"、"JScript"、"VBScript" を使用できます。
· automaticallyCreateNodes (省略可能)

デザイン モードでビューにコントロールが挿入されたときに XML ノードを自動的に生成するかどうかを指定します。この属性は、[コントロール] 作業ウィンドウの下部にある [自動的にデータ ソースを作成する] チェック ボックスに対応します。
· lastVersionNeedingTransform (省略可能)

アップグレードにスクリプトを使用している場合に、XSLT によるアップグレードに対する <documentVersionUpgrade> の maxVersionToUpgrade 値を一時的に指定します。
· fullyEditableNamesoace (省略可能)

InfoPath のデザイン モードで全面的に変更が可能なフォーム テンプレートのスキーマの名前空間を指定します。
<dataObjects> 要素
<xsf: dataObjects>

…

</xsf:dataObjects>

<dataObjects> 要素は <xDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素であり、フォーム テンプレートで使用しているすべてのセカンダリ データ オブジェクトを定義する目的に使用できます。この要素にはデータ オブジェクトのコレクションを指定します。データ オブジェクトは外部データ ソースからデータを取得する XML DOM であり、フォームの XSLT ベースのビュー コードやスクリプト ベースのビジネス ロジック コードから (名前によって) 直接アクセスすることができます。
<dataObjects> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <dataObject>

<dataObject> 要素
<xsf:dataObject name=”DC1” initOnLoad=”yes”>

…

</xsf:dataObject>

<dataObject> 要素は <dataObjects> 要素の省略可能なトップレベル子要素であり、フォーム テンプレートで使用しているセカンダリ データ オブジェクトを定義する目的に使用できます。dataObject は外部データ ソースからデータを取得する XML DOM であり、フォームの XSLT ベースのビュー コードやスクリプト ベースのビジネス ロジック コードから (名前によって) 直接アクセスすることができます。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須、最大長 = 255 文字)


このオブジェクトの一意な名前 

· initOnLoad (省略可能)


データ オブジェクトをフォームのロード時に (関連付けられたデータ アダプタ オブジェクトに対して query メソッドを実行することによって) 自動的に初期化するかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
· schema (省略可能)


データ オブジェクトに関連付けられたスキーマ ファイル (.xsd) を指定します。InfoPath のデザイン モードでは、各セカンダリ データ オブジェクトのスキーマがフォーム テンプレートの一部として自動的にパッケージ化されます。<files> 要素にスキーマ ファイルのエントリが作成されます。このファイル名は、dataObject 要素の schema 属性から参照されます。
<dataObject> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <query>

<query> 要素
<xsf:query>

…

</xsf:query>

<query> 要素は <dataObject> 要素または <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素によって、データ アダプタ オブジェクトを XDocument または指定したデータ オブジェクトに関連付けることができます。サポートされる種類のデータ アダプタを 1 つだけ定義することができます。
<query> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <adoAdapter>

· 0 個または 1 個の <webServiceAdapter>

· 0 個または 1 個の <xmlFileAdapter>

<adoAdapter> 要素
<xsf:adoAdapter connection =”…” command =”…” queryAllowed=”yes” submitAllowed=”yes” multipleRecordsAllowed=”yes” />

<adoAdapter> 要素は <query> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。指定されたデータ オブジェクトのデータを ADO データ ソースから取得する ADO データ アダプタを定義します。
この要素には以下の属性があります。
· connectionString (必須)


データ ソースへの接続に使用する ADO 接続文字列を指定する文字列プロパティです。
· commandText (必須)


指定されたデータ ソースからデータを取得する ADO コマンド テキストを指定する文字列プロパティです。
· queryAllowed (省略可能)


このデータ ソースからアダプタ オブジェクトに対する query メソッドによってデータを取得できるかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "yes" です。
· submitAllowed (必須)


このデータ ソースにアダプタ オブジェクトに対する submit メソッドによってデータを送信できるかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
<webServiceAdapter> 要素
<xsf:webServiceAdapter wsdlUrl="http://server1/bvtService/Service1.asmx?wsdl" queryAllowed="no" submitAllowed="yes">

…

</xsf:webServiceAdapter>

<webServiceAdapter> 要素は <query> 要素または <submit> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。指定されたデータ オブジェクトのデータを Web サービスから取得する Web サービス データ アダプタを定義します。この要素では、メイン フォーム データを送信する Web サービス アダプタを定義することもできます
この要素には以下の属性があります。
· wsdlUrl (必須)


Web サービスの定義が記述された WSDL ファイルの href/URL を指定します。
· queryAllowed (省略可能)


このデータ ソースからアダプタ オブジェクトに対する query メソッドによってデータを取得できるかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "yes" です。
· submitAllowed (必須)


このデータ ソースにアダプタ オブジェクトに対する submit メソッドによってデータを送信できるかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
<webServiceAdapter> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <operation>

<operation> 要素
<xsf:operation name="IsPrime" soapAction="http://contoso.com/IsPrime" serviceUrl="http://server1/bvtService/Service1.asmx">

…

</xsf:operation>

<operation> 要素は <webServiceAdapter> 要素の必須のトップレベル子要素です。Web サービスに対して実行するデータ取得/送信操作 (メソッド) を定義します。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須)


操作を表す一意の名前
· soapAction (必須)


SOAP 要求メッセージに指定された SOAPAction 属性の値
· serviceUrl (必須)


要求の送信先となる Web サービスの URL

<operation> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <input>

<input> 要素
<xsf:input source="Submit.xml">

… 

</xsf:input>

<input> 要素は <operation> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素には、Web サービスに対する入力 SOAP メッセージの一部の置き換えに関する情報を指定します。フォーム テンプレートへの入力時に、SOAP メッセージの指定した部分がフォーム内のデータに置き換えられます。この要素によって、セカンダリ データ ソースにデータを挿入する Web サービス呼び出しに必要な引数を渡すことができます。
この要素には以下の属性があります。
· source (必須)


Web サービスの選択した操作の入力 SOAP メッセージに使用されるスキーマ (XSD) が保存されているリソース ファイルの場所を指定します。このスキーマ ファイルは manifest.xsf ファイルの <files> セクションに定義されています。
<input> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <partFragment>

<partFragment> 要素
<xsf:partFragment match="/dfs:myFields/dfs:dataFields/s0:IsPrime/s0:inValue" replaceWith="/dfs:myFields/dfs:dataFields/s0:IsPrime" /> 

<partFragment> 要素は <input> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。入力 SOAP メッセージの特定の部分に対する置換グループを指定します。複数の partFragment 要素を使用できます。
この要素には以下の属性があります。
· match (必須)


入力 SOAP メッセージ スキーマにおいて置き換えの対象となる要素/属性を特定する XPath 式を指定します。
· replaceWith (必須)


Web サービス呼び出しを行うときに入力 SOAP メッセージ内の指定された場所で InfoPath メイン ドキュメント DOM のどのノードを使用するかを示す XPath 式を指定します。
<xmlFileAdapter> 要素
<xsf:xmlFileAdapter fileUrl="currencies.xml" /> 

<xmlFileAdapter> 要素は <query> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。指定されたデータ オブジェクトのデータを静的 XML ファイルから取得するデータ アダプタを定義します。
この要素には以下の属性があります。
· fileUrl (必須)


静的 XML ファイルの href/URL を指定します。
<documentSchemas> 要素
<xsf:documentSchemas>

…

</xsf:documentSchemas>

<documentSchemas> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。InfoPath のフォームが使用する XML スキーマを定義します。
<documentSchemas> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <documentSchema>

<documentSchema> 要素
<xsf:documentSchema location=”urn:schema:custom:Namespace customFilename.xsd” rootSchema=”yes”/>

<documentSchema> は <documentSchemas> 要素のトップレベル子要素です。宣言されたフォーム スキーマごとに 1 つの <documentSchema> 要素があります。
この要素には以下の属性があります。
· location (必須)


この属性には、スキーマが定義された .xsd ファイルの名前空間の URI と場所 (フォーム定義ファイルからの相対 URL) をスペースで区切って指定できます。 

例 : location=”urn:schema:custom:Namespace customFilename.xsd”

スキーマで名前空間を使用していない場合は、.xsd ファイルだけを指定します (名前空間の宣言と区切り記号のスペースは省略できます)。

<xsf:documentSchema location=”customFilename.xsd”  />

· rootSchema (省略可能)


スキーマがフォーム テンプレートによって編集するフォームのトップレベルのスキーマであることを指定します。1 つのスキーマについてのみ、この属性を "yes" に設定することができます。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
留意事項
1. <documentSchemas> には、トップレベルのルート スキーマと XML ドキュメントから参照されるスキーマのみ指定することができます。<include> や <import> に指定されたスキーマを <documentSchemas> に指定することはできません。 

2. InfoPath のデザイン モードでは、フォーム テンプレート内のすべてのスキーマが自動的に取り込まれ、.xsd ファイル内のスキーマ参照が相対名に変更されます。XML ファイルで複数のスキーマが参照されている場合には、それらのスキーマを <documentSchemas> に指定し、トップレベルのスキーマには "rootSchema=’yes’"を指定する必要があります。
3. フォームを手動で作成する場合は、以下の手順に従う必要があります。この手順は、フォームがスキーマ "foo" を使用し、スキーマ "foo" がスキーマ "foo1" および "foo2" を参照することを前提としています。
1. すべてのスキーマ ファイルをフォーム テンプレートに取り込みます。
2. すべてのファイルを <files> セクションに指定します。
3. foo.xsd に含まれる foo1 および foo2 のすべての参照を絶対名から相対名に変更します。
<scripts> 要素
<xsf:scripts language=”jscript”>

…

</xsf:scripts>

<scripts> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。フォームにおいてドキュメント レベルで使用されるビジネス ロジック スクリプトのソースを定義します。 

docLogic セクションには複数のスクリプト要素を指定することができます (ただし、それらのスクリプト要素はすべて親ノード レベルで宣言された同じスクリプト言語で書かれていることが必要です)。フォームにデータを入力をするときには、定義したスクリプト ソースがすべて連結され、1 つのスクリプト エンジン環境に読み込まれます。したがって、重複した関数名やプロパティ名は既定でスクリプト エンジンによって解決されます (最後の宣言が優先されます)。フォームの開発者は、フォームで使用する各スクリプト ソース ファイルに一意の名前を付ける必要があります。
この要素には以下の属性があります。
· language (必須)


ソース ファイルで使用されるスクリプト言語を定義します。この属性に指定できる値は、"VBScript"、"JavaScript"、および "Jscript" です。既定のスクリプト言語は JavaScript です。 

<scripts> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <script>

<script> 要素
<xsf:script src=”myscripts.js” />

<script> 要素は <scripts> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素は HTML の <script> タグと似ており、フォーム内で参照されているデータ レベルのスクリプト コンテンツがすべて含まれているソース ファイルを定義します。 

この要素には以下の属性があります。
· src (必須、最大長 = 63 文字)


指定したスクリプト ソース ファイルの href (フォーム テンプレート内の相対 URL) を定義します。すべてのスクリプト ファイルをフォーム テンプレートに取り込む必要があります。 

<customValidation> 要素
<xsf:customValidation>

…

</xsf:customValidation>

<customValidation> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。スキーマによって適用される検証に加えて適用するルール ベースのカスタム検証を定義します。 

<customValidation> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <errorCondition>

<errorCondition> 要素
<xsf:errorCondition match="/exp:expenseReport" expressionContext="exp:reportDate" expression="msxsl:string-compare(., ../exp:startDate) < 0 and ../exp:startDate != """>

… 

</xsf:errorCondition>

<errorCondition> 要素は <customValidation> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。メイン ドキュメント DOM の特定のフィールド (ノード) に適用される 1 つのカスタム検証 (エラー条件) を定義します。
この要素には以下の属性があります。
· match (必須)


このカスタム検証を適用する XML ノードを指定します。この属性の値は、XML ノードを特定する有効な XPath 式であることが必要です。 

· expression (必須)


match 属性に指定した XML ノードを検証するために評価される必要がある XPath 式 (expressionContext 属性を指定する場合は、この属性の値を起点とする相対 XPath 式)。この XPath 式が TRUE と判定された場合は、エラーと見なされ、指定したエラー メッセージが表示されます。 

· expressionContext (省略可能)


expression 属性に指定した XPath 式のルートとなるノードを指定します。これは、一致するノードのコンテキストにおいて XPath 式のルートとなり、したがって評価の対象となるノードを特定する相対式です。既定値は "." であり、一致するノードを意味します。 

· showErrorOn (省略可能)


expressionContext に指定したノードのコンテキストにおいて、フォームの入力時にエラー表示の対象とする XML ノードを指定します。これは、expressionContext に指定したノードを起点とする相対 XPath 式です。既定値は "." であり、expressionContext に指定したノードです。 

<errorCondition> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <errorMessage>

<errorMessage> 要素
<xsf:errorMessage type="modeless" shortMessage="The report date occurs before the end of the expense period.">

The report date occurs before the end of the expense period. Verify that this is correct.

</xsf:errorMessage> 

<errorMessage> 要素は <errorCondition> 要素または <override> 要素のトップレベル子要素です。指定した XML ノードの値が無効と判定された場合に返すエラー メッセージを指定します。
この要素の値は、長いエラー メッセージの文字列 (テキスト値) です。この文字列の最大長は 1023 文字です。
この要素には以下の属性があります。
· type (省略可能)


エラー メッセージの種類を指定します。この属性に指定できる値は、"modeless" および "modal" です。既定値は "modeless" です。 

"modal" エラーの場合は、ダイアログ ボックスが開き、長いメッセージが表示されます。このダイアログ ボックスを閉じると、無効な値が入力されたフィールドの枠が赤い破線に変わります。このフィールドを右クリックすると、エラー メッセージを参照することができます。
"modeless" エラーの場合は、ダイアログ ボックスは表示されません。無効な値が入力されたフィールドの枠が赤い破線に変わります。このフィールドを右クリックすると、エラー メッセージを参照することができます。
· shortMessage (必須、最大長 = 127 文字)


データが無効である場合に返す短いエラー メッセージを指定します。 

<schemaErrorMessages> 要素
<xsf:schemaErrorMessages>

… 

</xsf:schemaErrorMessages>

<schemaErrorMessages> は <XDocumentClass> 要素のトップレベル子要素です。この要素には、フォームの設計者が XML スキーマのデータ型エラーに対する独自のエラー メッセージを指定できます。この要素を指定しなければ、InfoPath の既定のエラー メッセージ (データ型によって異なる) が表示されます。
<schemaErrorMessages> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <override>

<override> 要素
<xsf:override match="Amount" > 



…

</xsf:override>

<override> 要素は <schemaErrorMessages> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。個々の XML ノードごとに 1 つの <override> 要素を使用し、スキーマ データ型エラーに対する独自のエラー メッセージを指定します。
この要素には以下の属性があります。
· match (必須)


このエラー メッセージの対象となる XML ノードを指定します。この属性の値は、XML ノードを特定する有効な XPath 式であることが必要です。 

<override> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <errorMessage>

<domEventHandlers> 要素
<xsf:domEventHandlers>

…

</xsf:domEventHandlers>

<domEventHandlers> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。フォームへの入力時に XML ノードの変更に対応するスクリプト ベースの各種ハンドラへのポインタを指定します。
<domEventHandlers> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <domEventHandler>

<domEventHandler> 要素
<xsf:domEventHandler match=”TravelReport/Expenses” handlerObject=”TravelExpenses” />

<domEventHandler> 要素は <domEventHandlers> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。スクリプト コードへのポインタと XML ノードを指定します。フォームへのデータ入力時に、指定した XML ノードに変更が加えられた場合に、このスクリプト コードが実行されます。スクリプト コードは、<scripts> セクションに指定したソース ファイルに存在します。
この要素には以下の属性があります。
· match (必須)


このハンドラの実行対象となる XML ノードを指定します。この属性の値は、XML ノードを特定する有効な XPath 式であることが必要です。 

· handlerObject (必須)


スクリプト コード内のハンドラ オブジェクトを示す一意の名前を指定します。このスクリプトには、指定した XML ノードに対するイベント ハンドラ関数がこの名前で定義されている必要があります。たとえば、スクリプトに TravelExpenses::onValidate や TravelExpenses::onAfterChange などの関数がある場合、一致する XML ノードで指定したイベントが発生すると、これらの関数が呼び出されます。 

<importParameters> 要素
<xsf:importParameters enabled=”yes” defaultTransform=”defaultschematransform.xslt”>

…

</xsf:importParameters>

<importParameters> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。このセクションには、ファイルのインポート/結合機能の動作を定義するパラメータを指定します。
この要素には以下の属性があります。
· enabled (必須)


この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。"Yes" に設定すると、ファイルのインポート/結合機能が有効になり、"no" に設定すると、ファイルのインポート/結合機能は無効になります。<importParameters> セクションがない場合、ファイルのインポート/結合機能は無効となります。
<importParameters> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <importSource>

<importSource> 要素
<xsf:importSource schema=”urn:some-schema:namespace” transform=”schematransform.xslt” />

<importSource> 要素は <importParameters> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。特定のスキーマのフォームを別のフォーム (このフォーム テンプレートによって定義されたフォーム) に結合する際に適用するパラメータを指定します。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須)


ソース フォームの URL を指定します。この URL は、フォームの XML ドキュメントの PI に定義されているものです。
· schema (必須、最大長 = 63 文字)


スキーマ URN を指定します。ソース フォーム (別のフォームに結合するフォーム) が指定したスキーマに属している場合、("transform" 属性に指定した) カスタム XSLT によって (このフォーム テンプレートに定義された) 現在のフォームに結合されます。 

· transform (必須、最大長 = 63 文字)


ソース フォーム (別のフォームに結合するフォーム) のスキーマが schema 属性に指定された URN と一致する場合に実行されるインポート/結合操作で使用する XSLT ファイルを指定します。 

<listProperties> 要素
<xsf:listProperties>

…

</xsf:listProperties>

<listProperties> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。 

この省略可能なセクションでは、このフォーム テンプレートに属するすべてのフォームのリスト ビューに表示するプロパティを指定します。1 つのフォームを構成する XML ドキュメントは、同じフォルダまたはライブラリに保存できます。ファイル システムやサーバーがサポートする機能によって異なりますが、この属性に指定したプロパティの情報を使用して、複数のフォーム上にリスト ビューを作成することができます。たとえば、InfoPath のフォームをテンプレートとして作成した Windows Sharepoint Services フォーム ライブラリに InfoPath のフォームを保存すると、このセクションに指定したフォーム プロパティが自動的に昇格され、フォーム ライブラリの既定のビューに表示されるようにすることも可能です。
<listProperties> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <fields>

<fields> 要素
<xsf:fields>

…

</xsf:fields>

<fields> は <listProperties> 要素のトップレベル子要素です。 

<fields> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <field>

<field> 要素
<xsf:field type="xsd:date" name=”TravelDate” columnName=”TravelDate” required=”yes” viewable=”yes” node="TravelReport/Header/travelDate" aggregation=”first”/>

<field> 要素は <fields> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素には、フォーム ライブラリの列に属する 1 つのフィールドを定義します。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須、最大長 = 255 文字)


フォームのリスト ビューで使用するフィールドのわかりやすい名前を指定します。 

· type (必須)


XML スキーマの標準データ型を指定します。
· columnName (必須、最大長 = 255 文字)


フォームのリスト ビューの基礎となる SQL テーブルの列名を指定します。 

· required (省略可能)


NULL をこのフィールドの有効な値にするかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
· viewable (省略可能)


このフィールドを既定のビューに追加するかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
· node (必須)


指定したプロパティの値を XML ドキュメントから取得するための XPath 式を指定します。
· maxLength (省略可能)


フィールドの長さ (バイト数) を定義します。
· aggregation (省略可能)


この属性には、XPath 式が値のコレクションを返す場合に、それらの値に適用するアクションを指定します。アクションとして、集計関数とコレクション内の要素の選択を指定できます。
この属性に指定できる値は以下のとおりです。
a) sum

b) count

c) average

d) min

e) max

f) first   コレクションの先頭に位置する要素を昇格の対象として選択します。
g) last   コレクションの末尾に位置する要素を昇格の対象として選択します。
h) merge

i) plaintext

<submit> 要素
<xsf:submit caption="text" onAfterSubmit=”Close|KeepOpen|OpenNew” showStatusDialog =”yes|no” showSignatureReminder=”yes|no”>

…

</xsf:submit>

<submit> は <XDocumentClass> 要素のトップレベル子要素です。この省略可能なセクションには、フォームのデータを送信する機能に関する情報を指定します。
この要素には以下の属性があります。
· caption (省略可能)


送信ボタンとそれに対応するメニュー項目の名前を指定します。この属性が省略された場合、または値が NULL である場合には、"Submit" が既定値となります。
· onAfterSubmit (省略可能)


送信が成功した場合にフォームを閉じるかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"Close"、"KeepOpen"、および "OpenNew" です。既定値は "KeepOpen" です。
· showStatusDialog (省略可能)


送信の終了後に状態を通知するダイアログを表示するかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "yes" です。
· showSignatureReminder (省略可能)


フォームを送信する前に署名が必要であることを知らせるダイアログを表示するかどうかを指定します。このダイアログはフォームが署名されていない場合のみ表示されます。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
· disableMenuItem (省略可能)


[ファイル] メニューの "送信" メニュー項目を無効にするかどうかを指定します。この属性に指定できる値は、"yes" および "no" です。既定値は "no" です。
<submit> 要素の下位には次の要素があります。
次のいずれかを指定できます。
· 0 個または 1 個の <useHTTPHandler>

· 0 個または 1 個の <useScriptHandler>

· 0 個または 1 個の <useQueryAdapter>

· 0 個または 1 個の <webServiceAdapter>

省略可能で以下の要素も指定できます。
· 0 個または 1 個の <successMessage>

0 個または 1 個の <errorMessage>

<useHTTPHandler> 要素
<xsf:useHTTPHandler method=”POST” href=”url” />

<useHTTPHandler> 要素は <submit> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。指定した HTTP メソッドによってフォームのデータを指定した URL に送信することを宣言します。
この要素には以下の属性があります。
· method (必須)


送信に使用する HTTP メソッドを指定します。この属性に指定できる値は、InfoPath 2003 の場合、"POST" のみとなります。
· href (必須)


データの送信先となる URL を指定します。
<useScriptHandler> 要素
<xsf:useScriptHandler />

<useScriptHandler> 要素は <submit> 要素または <documentVersionUpgrade> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。 

<submit> 要素で使用する場合
フォーム データを関連付けられたスクリプト ファイル内のスクリプト コードによって処理することを宣言します。スクリプト ファイルの XDocument::OnSubmitRequest 関数に送信コードを追加する必要があります。
<documentVersionUpgrade> 要素で使用する場合
古いフォーム (フォーム テンプレートの古いバージョンで作成されたフォーム) を関連付けられたスクリプト ファイル内のスクリプト コードによってアップグレードすることを宣言します。スクリプト ファイルの XDocument::OnVersionUpgrade 関数にフォーム アップグレード コードを追加する必要があります。
<useQueryAdapter> 要素
<xsf:useQueryAdapter />

<useQueryAdapter> 要素は <submit> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。ドキュメント DOM を読み込む手段として XDocumentClass の <xsf:query> ノードに指定したデータ アダプタを使用してフォーム データを送信することを宣言します。この要素は、通常は ADO 接続で使用します。
<successMessage> 要素
<xsf:successMessage>success string</xsf:successMessage>

<successMessage> 要素は <submit> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素は OnAfterSubmit を "KeepOpen" に設定した場合に使用し、送信が完了したことをユーザーに知らせるテキストを定義します。OnAfterSubmit を "Close" または "OpenNew" に設定した場合は、この要素を指定しても無視されます。
<errorMessage> 要素   (<submit> 要素の子要素)
<xsf:errorMessage>error string</xsf:errorMessage>

<errorMessage> 要素は <submit> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。エラー ダイアログに表示するエラー メッセージのテキストを指定します。showStatusDialog を "no" に設定した場合、この要素に指定したテキストは無視されます。
<fileNew> 要素
<xsf:fileNew>

…

</xsf:fileNew>

<fileNew> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。このセクションには、ユーザーがこのフォーム テンプレートを使用してフォームを作成するときにロードする .xml ファイル (サンプル データのファイル) の場所を示す href を指定します。
<fileNew> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <initialXMLDocument>

<initialXMLDocument> 要素
<xsf:initialXMLDocument caption=”Travel Report” href=”http://server/folder/TravelReportTemplate.xml” />

<initialXMLDocument> は <fileNew> 要素のトップレベル子要素です。このフォーム テンプレートを基にフォームを作成するときに使用する .xml ファイル (フォーム テンプレート内のファイル) を指定します。
この要素には以下の属性があります。
· caption (必須、最大長 = 255 文字)


[フォームのデザイン] 作業ウィンドウの [新しい空白のフォーム] のキャプションとして使用するテキストを指定します。 

· href (必須、最大長 = 63 文字)


[フォームのデザイン] 作業ウィンドウの [新しい空白のフォーム] で使用する .xml ファイル (フォーム テンプレート内のファイル) の URL を指定します。 

<package> 要素
<xsf:package>

…

</xsf:package>

<package> は <XDocumentClass> 要素のトップレベル子要素です。このセクションには、フォームを構成するファイルの情報があります。
<package> 要素の下位には次の要素があります。
· 1 つの <files>

<files> 要素
<xsf:files>

…

</xsf:files>

<files> は <package> 要素のトップレベルの子要素です。この要素には、フォームで使用されるすべてのファイルが列挙されます。各ファイルのプロパティ名と値を指定することもできます。
<files> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <file>

<file> 要素
<xsf:file name=”view.xslt” >

…

</xsf:file>

<file> は <files> 要素のトップレベルの子要素です。フォーム テンプレートを構成するファイルを指定します。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須、最大長 = 64 文字)


ファイルの名前を指定します。このファイル名は (フォーム定義ファイルの URL を起点とした) 相対 URL であることが必要です。ここに指定するファイルはフォーム テンプレートに属しているため、絶対 URL を使用することはできません。 

<file> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <fileProperties>

<fileProperties> 要素
<xsf:fileProperties>

…

</xsf:fileProperties>

<fileProperties> 要素は <file> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素は現在のファイルに定義されたファイル プロパティのラッパ要素です。
<fileProperties> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個以上の <property>

<property> 要素
<xsf:property name=”foo” value=”blah” />

<property> 要素は <fileProperties> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。指定されたファイルの 1 つのプロパティを定義します。
この要素には以下の属性があります。
· name (必須)


プロパティの名前を定義します。
· value (必須)


単純なプロパティの場合は、この属性に値を指定します。複数の値を取る複雑なプロパティの場合は、オープン コンテンツ モデルを使用してコンテナ XML ツリーに値を指定します。
· type (必須)


プロパティのデータ型を定義します。すべての XSD 単純データ型を指定できます。
<documentSignatures> 要素
<xsf:documentSignatures signatureLocation=”XPath expression”/>

<documentSignatures> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。ドキュメント DOM におけるデジタル署名ノードの場所を定義します。
この要素には以下の属性があります。
· signatureLocation (必須)


ドキュメント DOM 内のどのノードにデジタル署名を保存するかを示す XPath 式です。
<documentVersionUpgrade> 要素
<xsf:documentVersionUpgrade>

…

</xsf:documentVersionUpgrade>

<documentVersionUpgrade> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。このフォーム テンプレートの古いバージョンで作成されたフォームをフォーム テンプレートの最新バージョンにアップグレードする方法を定義します。
<documentVersionUpgrade> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <useScriptHandler>

· 0 個または 1 個の <useTransform>

<useTransform> 要素
<useTransform transform=”upgrade.xslt” minVersionToUpgrade=”1.0.0.3”/>

<useTransform> 要素は <documentVersionUpgrade> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。この要素を使用すると、フォーム テンプレートの最新バージョンの XSLT に基づいてフォームがアップグレードされます。フォームにデータを入力するときには、XML ファイルのバージョンが minVersionToUpgrade 属性の値以上で、maxVersionToUpgrade 属性の値以下である場合に、XML ファイルに対して自動的に XSLT が実行され、その出力が編集対象の XML として使用されます。
この要素には以下の属性があります。
· transform (必須、最大長 = 64 文字)


フォーム テンプレートを起点とする XSLT ファイルの相対名を指定します。 

· minVersionToUpgrade (必須)


アップグレードの対象となる最も古い XML バージョン。このようなバージョンを指定する目的は、最新バージョンとの相違が大きすぎるためにデータの損失を招く恐れのある XML ドキュメントに対して XSLT が実行されるのを防ぐことにあります。
· maxVersionToUpgrade (省略可能)


アップグレードが必要な最も新しい XML バージョン
<extensions> 要素
<xsf:extensions>

…

</xsf:extensions>

<extensions> 要素は <XDocumentClass> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。 

この要素には、InfoPath の将来のリリースまたは特定のフォームでの使用を目的として InfoPath 2003 のフォーム テンプレート定義 (manifest.xsf) に加えたマイナー アップグレードを指定します。この要素にはオープン コンテンツ モデルの要素を指定することができます。<extensions> 要素には、このような拡張しか指定できないため、InfoPath 2003 では指定した拡張が無視され、フォームを従来どおり開くことができます。
<extensions> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の <extension>

<extension> 要素
<xsf:extension name="foo" anyAttributesHere="anything">


open content model here

</xsf:extension>

<extension> 要素は <extensions> 要素の省略可能なトップレベル子要素です。 

この要素に 1 つの拡張を指定し、オープン コンテンツ モデルの情報を追加します。たとえば、XSF バージョンの個人的なマイナー アップグレードの場合は、次のように指定します。
 
<xsf:extensions>
<xsf:extension name="xd:sp1">
      
<xsf101:specialSubmitTag/>
<xsf:extension>
</xsf:extensions>
この要素には以下の属性があります。
· name (必須)


指定する拡張を表す一意の名前
<extensions> 要素の下位には次の要素があります。
· 0 個または 1 個の混合 XML 要素 (xsd: で始まるオープン コンテンツ)

